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自衛隊の海外派兵を食い止め、大囁軍綿を！

米軍基地を撤去しよう！

反核運動を継続し核廃絶を！

憲法9条を世界に！

市民による平和政策を提起しよう！

草の根の国際共同作業を進めよう！

合意なき安保再定義に
沖縄から●女たちのアメリカ・ピース・キャラバン

わが町の安保●湯布院／岩国／逗子

浜松●AWACSの配備を止めよう！全国署名のよびかけ

大阪●市民平和訴訟に最悪の不当判決

NO! 

ョ
コ
ス
カ
に
や
っ
て
き
た
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
に
「
基

地
を
持
っ
て
帰
れ
」
と
訴
ス
る
平
和
船
団
(

4

.

1

7

)
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●維持会員（月額） ●参加会員（月額） ●通信会員（年額） 脱軍備ネットワーク

：と］畠ぶぶぶ悶 ：と］己認闘： 3000円キャッチピース
〈会費は本誌購読料を含みます〉



四
月
十
七
日
、
横
須
賀
の
海
は
穏
や
か

だ
っ
た
r

)

ョ
コ
ス
カ
平
和
船
団
の
ク
ル
ー

ザ
ー
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
」
の
上
で
、
空
母

イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
を
訪
問
す
る
ク
リ

ン
ト
ン
大
統
領
を
待
ち
な
が
ら
、
僕
は
、

ち
ょ
う
ど
五
年
前
の
朝
の
こ
と
を
思
い
出

し
て
い
た
e

一
九
九
一
年
の
こ
の
日
、
僕

ら
は
同
じ
よ
う
に
平
和
船
団
の
上
で
、

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
を
待
っ
て
い
た
{
J
湾
岸
戦

「
日
米
安
全
保
障
共
同
宣
言
」
の
発
表
と

大
統
領
の
イ
ン
デ
ィ
訪
問
の
日
に
、
こ
の

四
月
十
七
日
が
選
ば
れ
た
の
は
偶
然
で
は

な
い
の
だ
ろ
う
°
こ
の
日
こ
そ
、
米

H
両

政
府
に
と
っ
て
「
日
米
安
保
の
新
し
い
価

値
」
を
再
確
認
し
、
将
来
に
向
け
て
拡
大
・

強
化
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
う
最
良
の

日
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

「
新
し
い
価
値
」
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
は
湾

岸
戦
争
に
示
さ
れ
て
い
た
。
冷
戦
下
か
ら

い
っ
か
ん
し
た
「
伝
統
的
価
値
」
の
再
確

認
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
だ
が
。
僕
な
り
に

要
約
す
れ
ば
そ
れ
は
次
の
と
お
り
だ
L

]

①

米
国
は
米
国
の
国
益
が
脅
か
さ
れ
た
と
感

じ
た
な
ら
ば
、
何
時
ど
こ
に
で
も
軍
隊
を

投
入
し
国
益
を
守
る
。
（
と
日
本
は
、
「
米
国

の
国
益
は
日
本
の
国
益
」
と
い
う
立
場
に

立
ち
、
米
国
の
軍
事
行
動
を
平
時
・
戦
時

を
問
わ
ず
全
面
的
に
支
援
す
る
。
③
米
国

の
軍
事
行
動
を
支
援
す
る
と
い
う
目
的
の

前
で
は
、
「
事
前
協
議
」
な
ど
日
米
安
保
条

約
上
の
制
約
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
さ
ら

に
こ
の
目
的
は
日
本
の
国
内
法
は
お
ろ
か

日
本
国
憲
法
の
原
則
よ
り
も
優
先
す
る
（
）

今
回
の
「
日
米
共
同
宣
百
」
が
美
し
い

言
葉
で
「
再
確
認
」
し
て
い
る
の
は
こ
の

よ
う
な
「
価
値
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
し
五

「安保条約」を書き変えた

日米安保共同宣言
「合意の不在」を明らかにし

実質化を阻もう！ --: 
田巻一彦
（編集部）
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一一
什
日
米
切
屯
知
幻
四
凧
地

一
ゎ
き
の
臨
紅
公
閲
か
ら
心
＇
母

一・
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
へ
j
i
L

一一一
議
に
向
か
う
船
に
同
采
し

一一
た
。
采
っ
に
の
は
モ
ー
タ
ー

一一
ボ
ー
ト
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ
」

一一
（
内
水
昭
1
船
具
）
に
引
か

――
 
一
れ
た
ゴ
ム
平
ー
ト
。
船
に
は

-
「
は
地
は
い
ら
な
い
！
ど

一
こ
に
も
」
な
ど
と
内
か
れ
に

一一
旗
が
た
な
び
く
。
出
発
地
点

一一
か
ら
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス

一一
ま
で
は
約
5
0
0
討
。
船
は

一
ス
ピ
ー
ド
を
さ
げ
て
徐
々

一一
に
、
大
き
く
て
煎
々
し
い
鉛

一一
色
の
空
母
へ
近
づ
く
。

． 
争
で
延
べ
三
―
―

-8回
の
空
爆
を
こ
な
し
、

イ
ラ
ク
市
民
の
頭
上
に
爆
弾
の
雨
を
降
ら

せ
た
空
母
が
母
港
に
帰
っ
て
来
た
の
だ

繁
の
ア
ー
チ
を
か
き
分
け
る
よ
う
に
人

港
し
て
き
た
空
母
の
姿
を
見
つ
め
な
が
ら
、

何
と
も
言
え
な
い
悔
し
さ
と
悲
し
み
が
こ

み
上
げ
て
き
た
、
あ
の
日
の
こ
と
が
つ
い

昨

H
の
よ
う
だ
。
J
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伍鱗闘＇
沖縄県収用委員会に
手紙を出そう！
3月31日に期限切れになった知花さんの土地につ

いて、国は収用委員会に緊急使用の申し立てをし

ました。委員の皆さんに、国の圧力に屈しないで、

民主的な審理を尽くし、公正な判断を下すよう求

めましょう！

＜宛先＞

沖縄県那覇市泉崎1-2-2 沖縄県収用委員会

委員西賢祐様兼城賢二様高良有正様

嶺井勇様幸地成修様牧志要様

当山尚幸様

抗議ボートに同乗

ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
＇
・

私
た
ち
は
ヨ
コ
ス
カ
平
和

船
団
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ

の
町
に
や
っ
て
き
た
あ
な
た

に
強
く
抗
議
し
ま
す
。
沖
縄

の
人
々
と
と
も
に
、
在
日
米

軍
と
日
米
軍
事
同
盟
の
強
化

に
反
対
し
ま
す
。

あ
な
た
の
軍
隊
と
基
地

は
、
私
た
ち
を
守
る
の
で
は

な
く
多
く
の
被
害
、
人
権
侵

害
、
環
境
破
壊
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
貴
方
が
今
日
訪

ね
る
べ
き
は
、
イ
ン
デ
ィ
ペ

ン
デ
ン
ス
艦
載
機
の
騒
音
の

下
に
あ
る
厚
木
で
す
。
そ
こ

で
あ
な
た
は
人
々
に
謝
罪

し
、
夜
間
飛
行
訓
練
や
危
険

な
低
空
飛
行
を
や
め
る
よ
う

命
令
す
る
の
で
す
。
さ
ら

に
、
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス

と
第
七
艦
隊
の
指
導
者
た
ち
に
、
ヨ
コ
ス
カ
市
民
に
対

し
て
非
核
の
証
明
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
命
令
す
る
べ

き
で
す
。
軍
隊
は
決
し
て
平
和
を
作
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
あ

な
た
を
歓
迎
し
な
い
。
米
軍
を
、
基
地
を
歓
迎
し
な

ヽ
c
し

す
べ
て
の
基
地
を
撤
去
し
ろ
！
／
す
べ
て
の
軍
隊

を
撤
去
し
ろ
！
／
す
べ
て
の
軍
艦
を
撤
去
し
ろ
！

沖
縄
か
ら
撤
去
し
ろ
！
／
ヨ
コ
ス
カ
か
ら
撤
去
し

ろ
！
ア
ジ
ア
太
平
洋
か
ら
撤
去
し
ろ
！
／
す
べ
て

本
国
に
持
ち
帰
れ
！

「
す
べ
て
の
屈
地
を
撤
ム

し
ろ
！
沖
則
、
梱
知
賀
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
か
ら
撤
ム
し

ろ
」
。
ボ
ー
ト
の
上
で
、
市

民
団
体
「
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー
ス
」

m務
り
口
、
田
器
一
彦
さ
ん

年
前
、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
の
甲
板
上
で
、
「
ま

る
で
今
日
の
青
空
の
よ
う
に
晴
れ
晴
れ
と

し
た
気
持
ち
だ
」
と
語
っ
た
、
当
時
の
防
衛

庁
長
官
が
現
在
で
は
外
務
大
臣
を
努
め
て

い
る
、
と
い
う
事
実
も
ま
た
、
単
な
る
巡
り

合
わ
せ
以
上
の
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
(
J
．
 

た
し
か
に
、
沖
縄
の
人
々
が
求
め
て
い

た
普
天
間
基
地
な
ど
い
く
つ
か
の
返
還
合

意
は
あ
っ
た
。
し
か
し
普
天
間
を
と
っ
て

も
、
嘉
手
納
、
岩
国
な
ど
へ
の
分
散
・
移
駐

に
よ
っ
て
「
同
飛
行
場
の
極
め
て
重
要
な

軍
事
上
の
機
能
と
能
力
は
維
持
さ
れ
る
」

（
四
月
十
五
日
「
日
米
特
別
行
動
委
員
会
」

(
S
A
C
o
)
中
間
報
告
）
こ
と
を
見
て
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
の
在
日
米
軍
五

（
次
ペ
ー
ジ
ヘ
）

パ
4

3

)

が
マ
（
ク
を
仙
い
、

英
恐
J
［
本
め
で
訴
え
る
。

屈
ぷ
汎
辺
は
立
ち
入
り
禁

止
な
ど
の
規
制
が
敷
か
れ
祁

じ
似
安
庁
の
巡
祝
艇
が
呪
図

と
抗
議
ボ
ー
ト
を
さ
え
さ
る

よ
う
に
紅
ざ
弩
。
そ
の
に

め
、
抗
議
船
5
隻
は
迎
路
か

白
山
に
取
れ
ず
、
歯
ざ
し
り

の
山
続
。
西
ふ
図
よ
で
4
0
0

昇
地
点
ま
で
し
か
近
づ
け
な

かった。
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
印
が

到
内
後
、
西
由
に
回
け
て
抗

議
の
旗
を
見
せ
よ
う
と
船
を

せ
ん
回
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
瓜

企
凋
い
悶
す
よ
う
に
巡
即
艇

が
咽
因
と
の
間
に
立
1
3
い
だ
l

か）に。函内
エ
イ
ズ
の
固
叩
も

み
IV
な
で
立
ち
卜
が
っ
て
少

し
づ
つ
変
化
し
た
。
デ
七
は

地
追
に
け
れ
ど
、
仰
か
を
や

，
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

いとIll心う」と大和巾、人

岱
及
さ
ん
(

2

6

]

↓
。
闘

忙
限
を
気
に
団
め
る
様
、
も

な
く
熱
い
山
い
を
閏
る
姿

に
、
沖
則
だ
け
で
は
な
く
泣
四

幻
四
の
厄
地
固
叩
も
変
わ
る

IIJ伽竹を忍じた。
（
平
野
圭
祐
）

・---------------------------------------------
96.4.18「毎日」 （横浜版）

平和船団からのアピール
ヨット「おむすぴ丸」クルーザー「エスペランサ」とゴムポート4隻。参加者18人。
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桜
に
一
喜
一
憂
…
の
日
本
列
島
を
、
す
さ
ま
じ

い
春
の
嵐
が
襲
っ
た
。
予
想
を
は
る
か
に
越
え
る

大
型
台
風
「
日
米
安
保
強
化
・
拡
大
」
。
こ
の
間
の

在
日
米
軍
・
基
地
を
巡
る
目
ま
ぐ
る
し
い
状
況
変

化
に
驚
き
、
怒
り
、
慌
て
る
国
民
に
お
構
い
な
し

の
橋
本
首
相
。
こ
ん
な
首
相
に
「
要
請
害
」
を
届

け
て
い
た
か
と
思
う
と
涙
が
出
る
ほ
ど
悔
し
い
，
）

．
 

ク
リ
ン
ト
ン
米
国
大
統
領
の
来
日
を
機
に
、
日

米
安
保
再
定
義
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い

た
C

そ
の
時
期
は
は
じ
め
大
阪
で

A
P
E
C
が
開

催
さ
れ
た
昨
年
―
一
月
と
予
定
さ
れ
て
い
た
。
そ

れ
が
米
国
内
の
事
情
で
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
来

日
出
来
な
く
な
っ
て
安
保
再
定
義
も
伸
ば
さ
れ

た
。
こ
の
再
定
義
に
市
民
の
意
思
を
な
ん
と
か
反

映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
き
て
い
た
キ
ャ
ッ
チ
ピ
ー

ス
と
し
て
は
、
そ
の
遅
れ
を
ラ
ッ
キ
ー
と
受
け
止

め
た
。―
一
月
末
に
佐
世
保
で
開
催
さ
れ
た
全
国
会
議

ん
な
首
相
に
要
請
書
を
手
渡
し
た
の
か

と
思
う
と
悔
し
い
。

こ

の
席
で
、
「
こ
れ
か
ら
日
本
政
府
へ
働
き
か
け
よ

う
。
ア
メ
リ
カ
政
府
へ
も
モ
ノ
を
言
っ
て
い
こ

う
、
世
論
へ
の
訴
え
も
し
よ
う
。
絶
対
安
保
の
強

化
・
拡
大
を
阻
止
し
て
在
日
米
軍
の
縮
小
と
基
地

撤
去
を
実
現
さ
せ
よ
う
！
」
と
決
意
し
た
。
が
、

皆
日
々
多
忙
に
過
ぎ
て
そ
れ
ら
を
実
行
で
き
な
い

ま
ま
四
月
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
・
・
・
。．
 

そ
れ
で
も
十
二
日
、
要
請
行
動
を
実
施
し
た
。

ク
リ
ン
ト
ン
米
国
大
統
領
と
橋
本
首
相
へ
「
日
米

安
保
の
強
化
・
拡
大
に
反
対
し
在
日
米
軍
縮
小
と

基
地
撤
去
を
求
め
る
要
請
書
（
附
属
文
書
・
・
在
日

米
軍
周
辺
住
民
の
意
見
）
」
を
提
出
し
た
。
＞
米
国
大

統
領
宛
て
の
要
請
書
は
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
正

門
で
守
衛
さ
ん
へ
手
渡
し
。
橋
本
首
相
へ
の
要
請

書
は
議
員
会
館
で
渡
辺
嘉
蔵
内
閣
官
房
副
長
官
ヘ

手
渡
し
た
。
い
ず
れ
も
濱
田
田
健
一
衆
議
院
議
員

（
社
民
）
に
仲
介
の
労
を
お
取
り
い
た
だ
い
て
の

こ
と
。
運
営
委
員
の
湯
浅
、
神
田
、
山
中
と
共
に

山
中
悦
子
編
集
部

逗
子
、
町
田
、
相
模
原
、
横
浜
、
な
ど
か
ら
も
八

名
の
方
々
が
駆
け
つ
け
て
行
動
を
共
に
し
て
下

さ
っ
た
（
）

し
か
し
、
そ
の
夜
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
は
「
普

天
間
基
地
返
還
」
だ
っ
た

r

]

私
た
ち
が
春
と
は
思

え
な
い
よ
う
な
冷
た
い
風
の
中
周
辺
を
ウ
ロ
ウ
ロ

し
て
い
た
頃
、
橋
本
首
相
と
モ
ン
デ
ー
ル
駐
日
大

使
は
私
た
ち
の
意
向
と
ま
っ
た
く
正
反
対
の
方
向

に
向
か
っ
て
力
強
く
歩
み
だ
し
て
い
た
。

こ
の
日
の
行
動
は
さ
さ
や
か
に
過
ぎ
て
、
マ
ス

コ
ミ
に
も
見
向
き
も
さ
れ
ず
、
人
知
れ
ず
…
の
こ

と
と
な
っ
た
。
予
想
通
り
…
私
た
ち
の
要
請
行
動

は
大
局
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
は
な
ら
な
か
っ

た
。
疲
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
沖
縄
の
基
地
を
縮
小
縮
小
と

言
い
な
が
ら
の
日
米
安
保
強
化
・
拡
大
の
実
態
を

国
民
は
こ
の
ま
ま
黙
っ
て
見
過
ご
し
て
い
い
の
だ

ろ
う
か
｛
）

．．
 

在：•........................ • : 
日：鐸国在住の皆さん ・
米： します。

在日米軍に関するこの請願に署名をお願い

軍： この署名には多くの方がご協力くださいま

撤：ニク：）二言言；；；ごì:
去： ノーベル賞授賞者のジョージ・ウオルト、

を：二ご：二ご万竺：、
求： ます。在日米軍に関する請願 鐸国に住む

め： t：ここよ；芯言言芦ご
る： 本人の米軍基地迂に火を付けました。そし

署： てアメリカの平和運動にも行動を求めていま
すr

名： 米紐は日本国内に IO 0叫の軍事麟

文； と450 0 0人の軍隊を置いています。その
4分の3が沖縄にあります。最近の政府世論

調査によると、 8割の沖縄の人が米軍の縮小

を求めています。 私たちは沖縄の人の反対

が理解できます。平和を愛する人たちであり

ながら、彼らは第2次大戦の沖縄戦で多大な

苦しみをなめました。沖縄の大部分は農民で

す米軍は島の20％を占拠しました。少女

強姦事件は氷山の一角です人口比4％の米

兵が、沖縄での凶悪事件の II％を占めてい

ます。米軍機によろ耳をつんぢく騒音、米軍

機の墜落、道路越しの実弾射撃訓練など、

様々な基地に関連した被害がありますr

米政府は、冷戦時代米軍駐留を、ソ連の脅

威を口実に正当化してきましたソ連の崩壊

とともにその口実も崩壊したのですc今日で

は、日本、米国、それに他の太平洋諸国の安

全保隙は、非軍事地域、非核地帯の創設にか

かっていますジ日本の米軍碁地反対蓮動、広

範なフランス核実験の反対の動きは、この動

きがいつか現実になることをホしています，

在日米軍は、このような非軍事・非核地域

の創設の妨げになります，在日米軍は依然と

して米国の核戦略を支えているのです。 私

たちは、米軍基地を撤去しようという沖縄と

日本の人々の努力を支持します。私たちはク

リントン政権が基地と米軍を日本から撤去す

るよう要請しますらこれは国家としての私た

ちの利益にもかなうことになるでしょう。． ．  
•••••••••••••••••••••••••• • 

•••••••••••••• 

●
海
外
基
地
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
U
S
A

.......... 。

「
S
A
C
O中
間
報
告
」
の
他
の
部
分
を

見
て
も
、
基
地
問
題
は
「
希
釈
・
拡
散
」
さ

れ
る
だ
け
で
、
真
の
解
決
は
む
し
ろ
遠
の

万
九

0
0
0人
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
を

前
提
に
し
た
基
地
再
配
置
は
、
到
底
「
基

地
縮
小
」
な
ど
と
評
価
で
き
る
代
物
で
は

な
い
。
む
し
ろ
米
軍
は
、
沖
縄
の
「
基
地

返
還
世
論
」
を
逆
手
に
と
っ
て
、
施
設
の

「
更
新
整
備
計
画
」
を
ま
ん
ま
と
せ
し
め
て

し
ま
っ
た
。
い
や
こ
の
言
い
方
は
不
正
確

だ
ろ
う
士
本
当
に
腹
立
た
し
い
こ
と
だ
が
、

こ
の
政
治
的
詐
欺
に
等
し
い
行
為
は
、
「
日

米
の
ハ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
下
で
の
合

作
な
の
だ
＞

い
た
と
評
価
す
る
べ
き
だ
ろ
う

こ
の
よ
う
な
「
世
論
対
策
」
を
振
り
ま

き
な
が
ら
、
「
共
同
宣
言
」
は
日
米
安
保
条

約
を
一
九
六

0
年
に
締
結
さ
れ
た
姿
と
は

全
く
違
う
、
広
域
的
・
実
戦
的
か
つ
攻
撃

的
な
軍
事
同
盟
へ
と
事
実
上
書
弐
変
え
る
、

重
大
な
合
意
を
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
述

べ
る
{
]
極
東
」
に
か
わ
る
「
ア
ジ
ア
太
平

洋
」
と
い
う
地
域
の
規
定
、
「
日
本
周
辺
地

域
」
で
の
有
事
に
備
え
る
「
日
米
防
衛
協

カ
の
た
め
の
指
針
」
の
見
直
し
開
始
、
共

同
作
戦
行
動
に
物
的
基
盤
を
与
え
る
「
H

米
物
品
役
務
相
互
提
供
協
定

(
A
C
S

A

)

」
の
締
結
（
四
月
十
五
日
）
、
次
期
支
援

•••••••• 

••••••••••• 
戦
闘
機
の
日
米
共
同
開
発
、
弾
道
ミ
サ
イ

ル
防
衛

(
T
M
D
)
の
研
究
協
力
推
進
…
ra

．
 

時
代
の
歯
車
は
大
き
く
悪
い
方
向
に
動

い
た
。
だ
が
ま
だ
タ
オ
ル
を
投
げ
る
の
は

早
い
「
共
同
宣
百
」
を
実
質
化
す
る
た
め

に
必
要
な
、
人
々
の
合
意
は
形
作
ら
れ
て

い
な
い
沖
縄
の
人
々
は
さ
ら
に
闘
い
を

強
め
る
だ
ろ
う
。
私
た
ち
も
、
安
保
の
矛

盾
・
不
公
正
を
暴
き
、
「
合
意
の
不
在
」
を

明
ら
か
に
し
、
突
き
つ
け
て
い
こ
う
何

度
で
も
言
お
う
。
「
基
地
は
い
ら
な
い
、
ど

こ

に

も

」

◆

◆
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内閣総理大臣橋本龍太郎様

日米安保の強化・拡大に反対し
在日米軍縮小と基地撤去を求める要請書

1996年4月12日 脱軍備ネットワーク・キャッチピース

来る4月16日から東京で開かれる日米

首脳会談において、貴職と米国クリントン

大統領は、日米両国の変わらぬハートナー

シップを宣言しようとしています。その中

で両首脳はアジア・太平洋さらには世界の

安全保障における両国の連携、すなわち日

米安保体制の拡大・強化＝「再定義」を行う

と伝えられています。

私たちは、日米両国はもとより、アジア太

平洋という地域に存在し、関心を寄せる

国々と民衆のすべてが、相互理解と互恵の

精神に根ざすハートナーとして将来を分か

ち合うことに贄成します。それが故に、私た

ちはH米安保という軍事同盟、米国軍隊の
プレゼンスと軍事行動のいかなる強化・拡

大にも反対します。

日米政府は、冷戦が終わった今も「軍事力

による安全保障」という神話を捨て去らず、

巨大な軍豚の前進配備という、世界に例の

ない時代遅れの政策を継続しています。し

かし、その政策は人々の安全を守るどころ

か、暮らしと人権を日々根底から脅かして

います。昨年9月の沖縄の事件は、少女への

集団暴行という最も痛ましく陰惨な形で、

そのことを私たちに認識させました。この

事件はしかし、米軍の駐留開始以来50年間、

沖縄と日本列島各地で「安全保障」の名のも

とに繰り返されてきた数々の被害、恐怖、不

公正そして人権侵害の氷山の一角にすぎま

せん。私たちは、実例として以下の事実を即

座に指摘することができます。

されている騒音被害と墜落事故の恐怖

•横須賀、呉、佐世保、沖縄などへの核

持ち込み疑惑

・沖縄、横須賀、相模原などで基地管理

権を盾に隠蔽・放置されてきた環境汚

染

・住民の意志を無視した逗子における

住宅建設、緑の破壊

・広大な基地の存在による地域発展の

阻害、生活権の侵害

・山間部の人々の暮らしを脅かし繰り

返されている低空飛行訓練

・沿線住民に実態を隠したまま繰り返

されている弾薬の大量・長距離陸上輸

送

・日米地位協定の基本原則に反する「思

いやり予算」による税金の浪費

これらの被害、不公正と人権侵害の上に、

米国は太平洋を越え、はるか中東・アフリカ

東海岸にまで及ぶ軍事的勢力圏を維持して

きました。すなわち日米安保条約は「日本と

極東の平和と安全を守る」という公式の定

義とは裏腹に、米国が世界に張り巡らして

きた、軍事介入と戦争のためのネットワー

クとして機能しつづけてきたのです。ベト

ナムで、湾岸で、日本を発進基地として繰り

広げられた、米軍による殺霰と領土と主権

に対する侵害の数々は、消し去ることのこ

とのできない道義的傷跡を日本の歴史に刻

みました。目前に迫った首脳会談で日米政

府が確認＝再定義し、さらに強化させよう

としているのは日米安保のこのような価値

に他なりません。それは、国際的対話と平

7
 

・厚木、岩国、横田、三沢などで繰り返
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等・互恵の精神とは決して相いれないこと

は火をみるよりも明らかです。

私たちが今日強調したいのは、先に挙げ

た被害、不公正と権利侵害がすべて日本の

歴代政権の了解と承認の下に行われてきた

という事です。その最たるものが、土地使用

期限が切れた沖縄の楚辺通信施設の継続使

用を、地位協定3条の米軍の「基地管理権」

を根拠に「ただちに不法とは言えない」と言

いくるめる政府の見解ではないでしょうか。

先に挙げた事例のいずれも、もし日本政府

が「対等なハートナー」として日米地位協定

の公正かつ合理的な運用の立場に立って、

米国政府と協議してきたならば生じえな

かった問題ですぐ沖縄県民が知事を先頭に

基地の縮小・撤去とともに、地位協定の見直

しを求めていることを私たちは全面的に支

持するものですへ

私たちはここで、日本政府かただ一つ

行ってきた地位協定の「見直し」を批判しな

いわけにいきません。それは「思いやり支

出Jです。地位協定に定められた日本政府の

義務を越えた財政負担を日本政府は78年

以米いくつかの「特別協定」を結んで行って

きました。その結果、今日では米軍駐留経費

の実に 75％が日本の予算によってまかな

われています。「米国内に軍隊を配備するよ

り日本に置いた方が安上がり」とまで米国

政府に言わせている 6000値円に上る支

出が行われる一方で、例えば阪神大震災の

被災者への「公的資金」による支援が未だ行

われていないという現状は、納税者として

断じて許すことができません。

力による「安全保障」への信仰から、槻界

とりわけアジア・太平洋が解放されるため

にも、日米安保と在日米軍の50年の歴史

が、将来に向けて批判的に検証とされなけ

ればならないと私たちは考えます。日米両

国国民の真のパートナーシッフは、軍隊と

いう暴力装置の駐留によっては決して作り

出されないことを確侶する私たちは、来る

首脳会談に向けて以下の事項を貴職に要請

します。

1) ACSA締結、ガイドラインの見直しなど

日米安保の地域的・質的拡大強化を意味す

るいかなる合意も行わないこと。

2)沖縄県民が求める基地撤去について積

極的かつ具体的合意を行うこと。

3)基地を抱える地域住民、自治体の声を聴

き、基地を撤去・縮小し、訓練活動を見直

すための包括的作業を米国に発議するこ

と。

4)沖縄県民の「日米地位協定」の見直し要

求を受け入れ、政府間で協議することを米

国に発議すること。

5)在H米軍59,000人（艦上要員を含む）体
制を、全面撤退をも選択肢として見直し、

削減・縮小を行うよう米国に発議するこ

と。

6)地位協定の原則に反する、いわゆる「思

いやり支出」関連特別協定を見直し、破棄

すること。今後は、いかなる付加的な便宜

供与の取り決めも行わないこと。

附属文書：「在日米軍基地に関する基地周

辺住民の意見」
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「
沖
縄
の
基
地
の
被
害
の
実
情
を
伝
え
、
米
国

市
民
と
語
り
合
い
、
連
帯
を
築
い
て
い
き
た

い
」
ー
そ
の
熱
い
思
い
を
胸
に
、
「
基
地
・
軍
隊
を

許
さ
な
い
行
動
す
る
女
た
ち
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー

一
三
人
は
一
九
九
六
年
二
月
三
日
か
ら
一
七
日
ま

で
「
ア
メ
リ
カ
・
ピ
ー
ス
＇
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
展
開

し
て
き
た
。

訪
問
先
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ワ
シ
ン
ト
ン

D
.
C、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ハ
ワ
イ
の
四
都
市
。

上
・
下
院
議
員
ス
タ
ッ
フ
や
国
連
の
女
性
地
位
委

員
会
、
人
権
メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
、
各
地
で
市
民

集
会
、
記
者
会
見
を
行
い
、
多
く
の
米
国
市
民
に

沖
縄
の
実
情
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ま
で
基
地
問
題
と
い
え
ば
、
政
治
的
問
題

と
い
う
印
象
が
強
く
、
女
性
・
人
権
の
問
題
と
つ

な
げ
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
事
実
、

去
年
の
九
月
四
日
に
起
こ
っ
た
米
兵
に
よ
る
強
姦

事
件
を
き
っ
か
け
に
基
地
問
題
は
大
き
く
な
り
、

運
動
が
広
が
っ
て
い
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
が
日
米
政
府
問
題
に
ま
で
発
展
す
る
と
、
女
性

が
性
暴
力
を
受
け
た
と
い
う
人
権
侵
害
の
視
点
は

次
第
に
隅
に
追
い
や
ら
れ
て
い
っ
た
。
実
際
に
あ

る
県
民
集
会
で
は
男
性
か
ら
「
こ
の
問
題
を
女
性

の
人
権
問
題
に
わ
い
小
化
す
る
な
！
こ
れ
は
安
保

“
路
地
裏
外
交
”
を
展
開
し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン

は
、
小
さ
な
予
算
で
大
き
な
成
果
を
た
く
さ
ん
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
学
生

た
ち
と
の
交
流
・
討
論
会
が
あ
る
（
，
プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
学
を
は
じ
め
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
、
バ
ー

ナ
ー
ド
大
学
、
ハ
ワ
イ
大
学
の
マ
ノ
ア
、
ウ
ェ
ス

ト
オ
ア
フ
両
キ
ャ
ン
ハ
ス
で
意
見
交
換
を
行
っ

た
こ
ど
こ
に
行
っ
て
も
必
ず
聞
か
れ
た
こ
と
は

「
軍
隊
を
な
く
し
て
、
ど
う
や
っ
て
日
本
や
ア
ジ

ア
を
守
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
安
保
の

重
要
性
を
と
な
え
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
の
必
要
性

を
主
張
す
る
の
は
、
決
ま
っ
て
日
本
か
ら
の
男
子

留
学
生
た
ち
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
米
国
の
若
者

も
、
軍
隊
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
っ

た。

．
 

し
か
し
、
「
国
家
や
世
界
の
た
め
で
な
く
、
あ
な

た
自
身
に
と
っ
て
軍
隊
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す

か
。
軍
隊
が
本
当
に
あ
な
た
を
守
っ
て
く
れ
る
と

信
じ
て
い
る
の
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
考
え
込

む
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
「
国
家
安
全
の
た
め
」

「
世
界
の
情
勢
上
必
要
だ
」
と
論
じ
ら
れ
て
い
る

軍
隊
を
自
分
の
目
の
高
さ
ま
で
引
き
ず
り
下
ろ

し
、
違

2
月
度
か
ら
見
て
い
く
の
も
大
切
で
は
な

い
か
、
そ
う
伝
え
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
軍
隊
の

必
要
性
を
訴
え
、
私
た
ち
に
反
論
し
て
き
た
学
生

た
ち
も
こ
の
質
問
に
は
あ
い
ま
い
な
言
葉
で
し
か

の
問
題
だ
」
と
罵
声
が
と
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
こ
の
五
0
年
間
、
多
く
の
女
性
た
ち
が
米
兵

に
よ
る
性
暴
力
で
人
権
を
踏
み
に
じ
ら
れ
て
き

た
。
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
声
を
あ
げ
る
こ
と

な
く
沈
黙
を
守
り
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
問
題
と

し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

基
地
が
な
け
れ
ば
強
姦
し
た
米
兵
も
沖
縄
に
い

な
か
っ
た
は
ず
だ
。
彼
ら
は
個
人
的
に
こ
こ
に
い

る
の
で
は
な
く
、
安
保
に
よ
っ
て
駐
留
し
て
い
る

存
在
で
あ
り
、
女
性
の
人
権
侵
害
は
明
ら
か
に
基

地
か
ら
派
生
し
た
被
害
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

人
権
問
題
は
基
地
問
題
を
わ
い
小
化
す
る
ど
こ
ろ

か
、
安
保
の
問
題
そ
の
も
の
で
あ
る
。3．
 

今
回
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
は
、
軍
隊
と
基
地
の
存

在
を
容
認
し
て
い
る
米
国
社
会
に
対
し
、
基
地
問

題
を
人
権
の
視
点
か
ら
訴
え
る
こ
と
で
、
軍
隊
の

必
要
性
を
別
の
視
点
か
ら
問
い
直
す
機
会
を
た
＜

さ
ん
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
一
五
回
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
一
―
ヶ
所
の
政
府
、
国
連
機
関
の
訪
問
、
基

地
返
還
後
の
跡
地
利
用
な
ど
一
五
ヶ
所
の
視
察

と
、
八

0
0人
と
の
交
流
を
行
っ
て
き
た
が
、
予

想
以
上
に
問
題
へ
の
関
心
は
高
く
、
多
く
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
築
け
た
。

返
せ
な
か
っ
た
。
き
っ
ぱ
り
と
「
軍
隊
は
私
を

守
っ
て
く
れ
る
」
と
誰
ひ
と
り
答
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。
暴
力
を
奨
励
す
る
軍
隊
の

本
質
、
つ
ま
り
軍
隊
と
は
平
和
と
い
う
仮
面
を
つ

け
た
「
構
造
的
暴
力
」
で
あ
る
こ
と
を
ひ
と
は
無

意
識
に
見
抜
い
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
C

「
も
う
こ
れ
以
上
の
暴
力
は
許
さ
な
い
」
想
い

で
立
ち
上
が
り
、
米
国
ま
で
来
た
行
動
す
る
女
た

ち
。
日
本
、
ア
ジ
ア
、
世
界
の
平
和
が
大
切
な
の

と
同
時
に
、
平
和
実
現
に
向
か
う
過
程
に
お
い
て

も
、
人
間
ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
権
が
守
ら
れ
る
こ

と
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
訴
え
絞
け
て
き

た
。
今
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
築
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
輪
が
米
国
内
で
広
が
り
は
じ
め
、
沖
縄
を
支
援

す
る
行
動
が
始
ま
っ
て
い
る
C

◆
◆

ア
メ
リ
カ
・
ピ
ー
ス
・
キ
ャ
ラ
パ
ン
の
要
請
内
容

■米
軍
に
よ
る
過
去
五
（
＇
産
＇
間
の
女
性
に
対
す

る
犯
罪
、
人
権
侵
害
の
総
点
検

■沖
縄
駐
留
軍
隊
、
特
に
海
兵
隊
の
具
体
的
な

削
減
、
撤
退
計
画
の
着
手

■海
外
駐
留
軍
人
・
軍
属
に
対
す
る
徹
底
し
た

人
権
腺
重
の
教
育
強
化

■第
4
回
世
界
女
性
会
議
（
北
京
会
議
）
で
採

択
さ
れ
た
「
行
動
綱
領
」
の
実
行

■沖
縄
の
実
情
把
握
、
調
査
の
た
め
の
人
権
侵

害
、
環
境
問
題
等
の
専
門
家
派
遣

• 

天願慎弓
基地・軍隊を許さない行動する女たちの会

市議、市職員、教師ら沖縄の 1基地・軍隊を許さない女たちの会」の

メンバー13人が個人の意思と費用（賛同カンパ）でアメリカを訪

問した。彼女たちは行く先々で、人々にたずねた一

「国家や世界のためでなく、あなた自身の

ために軍隊は必要だと思いますか？」

，
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サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
て
・
市
民
団
体
と
の
交
流
会

沖
縄
か
し
●
ア
メ
リ
カ
・
ピ
ー
ス
・
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
報
告
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わが町のr安保」 「湯布院の将来を考える会」のインターネットのホームページから。 YUFUIN 
日出生台米軍演習移転反対町民大集会に 10 0 0人が参加

靭一―--―—叶｀
事―`、ベー~ ｀ 

3月17日日曜日、日出生台米軍演習移転反対町民大集会が開かれ、
約 10 0 0人が参加し、移転反対を訴えました。
佐藤雄也町長（日出生台米軍演習移転反対町民連絡会議代表）が、
「湯布院は自然と共生する町づくりを進め、温泉保養地へと歩み続
けてきた。米軍の演習移転は町づくりの精神からいっても容認する
わけにはいかない。」と、そして「沖縄の痛みを本土に分散するこ
とだけでは、米軍基地問題の本質は解決しない。整理・縮小の方向
で検討すべきだ。」とあいさつしました。
町内の主婦川合晶子さんは「次の世代にこの環境を引き渡していく
ためにも、私達大人ががんばらないと・・・」
また、沖縄のキャンプハンセンの町、金武町の吉田勝元町長からは
「同じ苦しみを本土に押しつけるわけにはいかない。演習は自国
（米国）でするべきだと考える」とのメッセージが寄せられた。
集会後、由布院小学校から駅前通りへの平和行進へと続きました。

日出生台（ひじゅうだい） （湯布院）

全国第三位の湧出量をほこる温泉地湯布院、山陰に眠るかくれキリシタンの450基
あまりの墓地が静かに語ってくれている、いやしの里としての歴史をほこる湯布院、
自然が残されている美しい町湯布院、そして映画祭、音楽祭で地方の文化をほこり、
年間400万のお客様をお迎えしている湯布院が今、基地の町として変ぽうするかもし
れない瀬戸際にたたされています。

米軍実弾射撃演習場移転候補地に日出生台（湯布院）浮上！

このニュースはご存じかとも思いますが、いよいよ大づめにはいり、最後のニカ所
の候補地に日出生台がはいったといわれています。
私たちは、私たちの愛する湯布院に隣接する日出生台での米軍による実弾演習には
断固反対します。そして同時に、沖縄の米軍基地の整理縮小を希望します。それが、
私たちの心からの願いです。

への実弾演習移転に反対して

••• ・,  9 
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日出生台はこんなに湯布院に近いんです。赤い部分が湯布院町の中心部です。

この町に年間400万人近くもの観光客のみなさんが訪れています。
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日出生台演習場は玖珠、湯布院、九重の三町にまたがっている、標高600~70~m、
東西16km、南北5kmの演習場です。演習場はすべて国有地で面積約4,9OOhaです。

戦後、日出生台への米軍の進駐開始とともに進駐軍相手の売春婦、暴力団、閤ドル買い
など多数が各地から移住してきました。静かな村は一変して各種の犯罪事件が続発しました。

日出生台演習場は、沖縄の米軍基地と同じように人の住むところと境を接しています。
米軍の日出生台移転が現実のものとなれば、日出生台は小さな沖縄となります。

日出生台には牛も放牧されています。

日出生台はススキの群集もあります。

し．涙対応．：，詔研9;:  •. 4 {'し 9祝• '̀..x・ 、

署名を集めています！

1996.4.20月刊キャッチピース 月刊キャッチピース No.41 1996.4.20 

日出生台にはこんなきれいなキスゲも咲いています。

湯布院の将来を考える会 〒879-51大分県大分郡湯布院町湯の坪玉の湯内 桑野和泉方
云 0977-85--4001-FAX0977-85-4179 E-MAIL: izyufuin@fat.coara.or.jp (Izumi Kuwana) 
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わが町のf安保」 lwAKUNI 
移
設
の
埋
め
立
て
計
画
に
賛
成
す
る
一
方

で
、
基
地
の
強
化
に
反
対
す
る
決
議
を
あ

げ
、
山
口
県
と
岩
国
市
は
連
名
で
国
に
対

し
、
「
岩
国
基
地
が
機
能
強
化
さ
れ
な
い
よ

う
」
強
く
申
し
人
れ
て
い
る
。

そ
し
て
二
月
十
二
日
、
産
経
新
聞
が
、

「
普
天
間
飛
行
場
、
岩
国
移
転
を
検
討
」
と

一
面
で
報
じ
た
。
こ
の
記
事
が
出
て
、
岩

国
市
と
山
口
県
は
大
騒
ぎ
と
な
り
、
十
六

日
、
急
き
ょ
担
当
者
が
上
京
し
、
報
道
が

事
実
と
す
れ
ば
基
地
の
強
化
に
は
反
対
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
申
し
入
れ
た
。
防
衛

施
設
庁
は
、
「
米
軍
基
地
問
題
に
関
し
て
は

関
係
省
庁
で
構
成
す
る
『
特
別
委
員
会
』

で
検
討
し
て
い
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
個

別
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
段
階
に
は

な
い
」
と
ま
と
も
に
は
答
え
て
い
な
い
。

し
か
し
、
特
別
委
員
会
の
二
回
目
の
会
合

が
二
月
十
五
日
に
行
わ
れ
て
お
り
、
産
経

の
記
事
が
出
た
時
期
か
ら
見
て
、
二
回
目

の
会
合
で
普
天
間
の
移
転
問
題
が
何
ら
か

の
形
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
高

、。し

．
 

三
月
六
日
、
私
た
ち
も
防
衛
施
設
庁
、

環
境
庁
、
建
設
省
へ
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。

そ
の
際
、
沖
縄
の
基
地
縮
小
と
四
・
七
万

基地の「たらい回し」

町ぐるみのたたかいで

はね返そう

は

湯浅一郎
ヒースリンク広島・呉・岩国

日
米
特
別
行
動
委
員
会

(
S
A
C
o
)

の
中
間
報
告
の
目
玉
は
、
「
普
天
間
基
地
の

全
面
返
還
」
で
あ
っ
た
J
し
か
し
「
全
面

返
還
」
は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
で
、
嘉
手
納
や

岩
国
へ
移
駐
す
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
は
周

知
の
こ
と
で
あ
る
。

．
 

私
た
ち
ビ
ロ
シ
マ
の
住
民
に
と
っ
て

も
っ
と
も
切
実
な
岩
国
基
地
に
関
し
て

「
中
間
報
告
」
は
、
「
普
天
間
飛
行
場
に
配

備
さ
れ
て
い
る
K
C
l
3
0航
空
機
を
岩

国
飛
行
場
に
移
駐
し
、
そ
の
支
援
施
設
を

岩
国
飛
行
場
に
移
設
す
る
と
と
も
に
、
ほ

ぽ
同
数
の
ハ
リ
ア
ー
航
空
機
を
米
国
へ
移

駐
す
る
」
と
し
て
い
る
。
普
天
間
に
は
、
第

一
海
兵
航
空
団
に
所
属
す
る
第
二
六
海
兵

航
空
群
と
第
十
七
海
兵
航
空
支
援
群
な
ど

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部
隊
が
駐
留
し
て
い
る
。

岩
国
に
も
同
じ
第
一
海
兵
航
空
団
の
戦
闘

攻
撃
機
ホ
ー
ネ
ッ
ト
や
垂
直
離
着
陸
攻
撃

機
ハ
リ
ヤ
ー
の
部
隊
が
駐
留
し
て
い
る
。

沖
縄
県
が
基
地
縮
小
の
中
で
最
も
優
先
的

に
撤
去
を
求
め
て
い
る
普
天
間
の
一
部
を

岩
国
に
持
っ
て
行
こ
う
と
い
う
わ
け
で
あ

る。

K
C
1
3
0
は
、
空
中
給
油
機
で
あ

る
が
、
輸
送
機
と
し
て
の
機
能
も
大
き
く
、

騒
音
も
ひ
ど
く
、
岩
国
と
し
て
は
、
基
地

人
体
制
の
維
持
と
い
う
二
つ
を
テ
ー
ゼ
と

し
た
場
合
、
沖
縄
か
ら
で
た
基
地
は
ど
こ

に
行
く
こ
と
に
な
る
の
か
と
問
い
た
だ
し

た
が
、
防
衛
施
設
庁
は
た
だ
黙
し
て
語
ら

な
か
っ
た
。

．
 

年
内
に
は
、
行
動
委
員
会
の
最
終
レ

ポ
ー
ト
が
出
る
。
沖
縄
の
基
地
縮
小
問
題

が
焦
点
化
す
る
ほ
ど
、
岩
国
の
基
地
強
化

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
フ
さ
れ
て
く
る
関
係
に

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
の
行
方
次
第

で
、
米
国
が
固
執
す
る
四
・
七
万
人
体
制

の
維
持
や
安
保
そ
の
も
の
に
風
穴
が
あ
く

可
能
性
も
あ
る
。

岩
国
の
基
地
強
化
を
許
さ
な
い
自
治
体

ぐ
る
み
の
運
動
が
作
れ
る
か
ど
う
か
が
問

わ
れ
て
い
る
C

そ
の
条
件
は
十
分
あ
る
と

考
え
た
い
岩
国
で
は
、
自
治
体
へ
の
事

前
の
相
談
も
な
く
頭
ご
な
し
に
政
府
が
勝

手
に
計
画
を
決
め
た
こ
と
に
対
す
る
不
満

と
不
信
は
募
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
治

体
に
ま
か
せ
る
だ
け
で
は
、
ど
こ
か
で
腰

く
だ
け
に
な
る
こ
と
は
目
に
見
え
て
い
る
。

そ
れ
を
押
し
上
げ
る
民
衆
の
声
が
不
可
欠

だ
。
＾
晶
穴
基
地
の
敷
地
が
四

0
％
も
増

え
る
海
外
基
地
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い

う
不
満
に
依
拠
し
て
、
基
地
の
強
化
に
反

｀
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の
強
化
そ
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
ハ
リ

ヤ
ー
は
減
る
と
い
っ
て
も
、
佐
世
保
の

強
襲
揚
陸
艦
ベ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
に
乗
る
ハ

リ
ヤ
ー
は
残
り
、
機
能
は
何
も
変
わ
ら

な
い
。
こ
れ
は
、
基
地
の
タ
ラ
イ
回
し
と

し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

し
か
も
住
民
は
も
と
よ
り
、
自
治
体

に
対
し
て
す
ら
事
前
の
相
談
は
何
も
な

か
っ
た
と
い
う
へ
）
町
の
一
等
地
を
基
地

に
取
ら
れ
、
騒
音
や
墜
落
の
恐
怖
を
強

制
さ
れ
る
住
民
は
、
政
府
に
と
っ
て
「
安

保
」
「
米
軍
」
の
前
で
は
無
き
に
等
し
い

存
在
な
の
で
あ
る
。

．
 

こ
の
話
は
急
に
も
ち
あ
が
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
私
た
ち
は
、
問

題
の
背
景
に
一
昨
年
以
来
動
い
て
き
た

「
基
地
滑
走
路
の
沖
合
い
移
設
計
画
」
が

あ
る
以
上
、
必
ず
普
天
間
か
ら
の
移
駐

が
問
題
に
な
る
こ
と
を
昨
年
の
十
一
月

頃
か
ら
指
摘
し
て
き
た
。
そ
の
都
度
岩

国
市
、
山
口
県
は
、
「
滑
走
路
の
沖
合
い

移
設
」
事
業
の
推
進
と
基
地
の
強
化
は

別
の
問
題
で
あ
り
、
「
沖
合
移
設
」
に
は

賛
成
で
あ
る
が
、
普
天
間
の
岩
国
へ
の

移
駐
な
ど
基
地
の
強
化
に
は
絶
対
反
対

す
る
と
し
て
き
た
C

昨
年
十
一
月
、
沖
合

対
す
る
運
動
を
全
国
的
な
規
模
で
つ
く
る

こ
と
が
切
望
さ
れ
る
J
こ
の
闘
い
は
生
存

権
を
主
張
す
る
闘
い
で
あ
り
、
米
軍
の
ア

ジ
ア
十
万
人
体
制
を
崩
す
た
め
に
重
要
な

意
味
を
持
つ
闘
い
で
あ
る

13 1988年6月18日第三種郵便物認可（通番120号） No.41 1996.4.20月刊キャッチピース 月刊キャッチピース No.41 1996.4.20 1988年6月18日第三種郵便物認可（通券120号） 12 
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池
子
は
一
九
四
七
年
に
火
薬
六

0
0ト
ン

の
大
爆
発
を
起
こ
し
住
民
に
強
制
避
難
命
令

が
出
さ
れ
る
な
ど
危
険
な
弾
薬
庫
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
狭
い
市
域
に
広
い
基
地
と
で
も

言
え
る
市
の
一
番
利
用
可
能
な
地
域
を
基
地

が
占
め
て
い
た
の
で
、
市
民
の
基
地
返
還
の

願
い
は
強
か
っ
た
3

五
四
年
に
市
議
会
で
駐

留
軍
接
収
地
一
部
返
還
要
請
を
決
議
し
て
か

ら
は
市
ぐ
る
み
の
返
還
運
動
が
始
ま
っ
た
。

六
六
年
十
二
月
に
当
時
の
市
長
が
防
衛
庁
に

あ
て
た
「
駐
留
軍
接
地
一
部
返
還
に
つ
い
て

要
請
」
に
は
、
基
地
を
か
か
え
る
市
の
苦
悩

が
に
じ
み
出
て
い
る
(
J
「
平
坦
な
土
地
が
少
な

い
こ
と
。
市
域
の
約
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
わ

た
る
広
大
な
地
域
を
接
収
さ
れ
て
い
る
た
め

人
口
密
度
が
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

一
万
人
に
近
い
高
率
を
示
し
て
い
る
こ
と
J

市
民
体
育
広
場
を
持
た
な
い
町
は
全
国
に
類

を
見
な
い
こ
と
一
一
五
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
接
収

地
の
う
ち
一
（
）
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
満
た
な
い

約
二
(
)
•
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
一
部
返
還
を
受

け
な
い
限
り
永
久
に
市
民
の
運
動
施
設
の
設

置
は
望
め
な
い
こ
と
」
基
地
の
存
在
で
狭
い

所
に
押
し
や
ら
れ
て
生
活
し
て
い
る
逗
子
の

基
地
と
し
て
の
上
瀬
谷
も
返
還
さ
れ
る
べ
き

な
の
に
3

四
月
八
日
「
池
子
住
宅
地
区
及
び
海
軍
補
助

施
設
」
（
以
下
池
子
米
軍
住
宅
と
言
う
）
に
米
軍

人
家
族
の
一
部
人
居
が
始
ま
っ
た
。
一
九
七
九

年
九
月
第
七
艦
隊
司
＾
品
日
の
「
弾
薬
庫
内
に
住

宅
を
建
て
た
い
」
と
の
談
話
以
来
一
六
年
半
が

経
過
し
た
。

．
 

池
子
米
軍
住
宅
に
関
し
て
は
、
八
二
年
十
一

月
発
足
の
「
自
然
と
子
供
を
守
る
会
」
の
運
動

が
マ
ス
コ
ミ
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
た
め
、

市
域
の
一
五
ハ
ー
セ
ン
ト
を
軍
事
基
地
に
占
有

さ
れ
た
基
地
の
町
返
子
の
本
当
の
姿
や
歴
史
が

歪
め
ら
れ
て
伝
え
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
沖
縄
の

基
地
問
題
が
戦
後
米
軍
に
占
領
さ
れ
て
か
ら
の

歴
史
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
池
子
弾
薬
庫

も
軍
事
施
設
と
し
て
一
九
三
八
年
帝
国
海
軍
地

下
火
薬
庫
設
営
か
ら
の
町
の
歴
史
と
し
て
語
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
五
八
年
前
日

本
帝
国
海
軍
に
地
下
火
薬
庫
と
し
て
白
羽
の
矢

を
た
て
ら
れ
な
か
っ
た
な
ら
、
逗
子
は
緑
豊
か

な
町
と
し
て
今
と
全
く
違
っ
た
歴
史
を
た
ど
っ

た
は
ず
だ
。
開
発
と
言
う
自
然
破
壊
は
あ
る
に

し
て
も
、
今
更
こ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
は
、
軍

事
基
地
は
返
還
さ
れ
な
い
限
り
世
界
情
勢
に

よ
っ
て
変
幻
自
在
に
基
地
機
能
を
残
す
こ
と

が
、
池
子
米
軍
住
宅
建
設
過
程
で
実
感
と
し
て

町
の
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
そ
の
後
七
一
年

か
ら
は
「
将
米
全
面
返
遠
・
当
面
一
部
返
還
」

が
市
の
方
針
と
な
り
、
第
一
運
動
公
園
と
第
二

運
動
公
園
の
一
部
が
市
民
の
運
動
施
設
と
し
て

返
還
さ
れ
た
土
地
に
設
置
さ
れ
た
こ
し
か
し
、

米
軍
住
宅
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
一
坪
の
土
地

の
返
還
も
な
い
最
悪
の
結
果
と
な
っ
た
C
．
 

池
子
米
軍
住
宅
に
入
居
が
始
ま
っ
て
も
、
十

五
筆
の
逗
子
市
の
土
地
を
逗
子
市
に
引
き
渡
せ

と
言
う
、
国
に
対
す
る
池
子
住
民
訴
訟
は
ま
だ

終
わ
っ
て
い
な
り
十
一
年
経
っ
た
今
も
最
高

裁
判
所
に
か
か
っ
た
ま
で
あ
る
こ
の
間
、
米

軍
に
お
も
ね
る
市
や
国
や
司
法
の
姿
を
見
て
き

た
，
逗
子
市
の
公
有
地
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い

る
も
の
は
基
地
内
で
あ
ろ
う
と
市
の
土
地
で
あ

る
‘
）
返
還
さ
れ
る
か
さ
れ
な
い
か
は
別
に
し

て
、
米
軍
か
ら
要
求
さ
れ
も
し
な
い
の
に
、
行

政
は
国
の
名
義
に
書
き
変
え
た
で
年
裁
判
の
結
果

は
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
原
告
は
足
を
使
い
十
五

筆
の
土
地
が
逗
子
市
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
完

全
に
実
証
し
た
e

こ
の
過
程
で
情
報
の
公
開
が

い
か
に
必
要
か
知
ら
さ
れ
た
C

軍
事
機
密
は
出

な
く
て
も
、
他
の
行
政
情
報
で
明
ら
か
に
さ
れ

る
部
分
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
五
八
年
前
に
基
地

内
の
土
地
と
し
て
歴
史
を
消
さ
れ
た
十
五
筆
の

履
歴
書
が
出
来
上
が
っ
た
。
そ
し
て
軍
事
基
地

「池子」

入
居
開
始
で
あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
る

伝
わ
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
軍
事
機
密
は
固
く
、

な
ぜ
池
子
に
住
宅
が
必
要
な
の
か
、
住
宅
以
外

に
軍
事
施
設
は
作
ら
れ
て
い
る
の
か
、
住
宅
も

一三
C
)
(
)

戸
が
一

(9)00戸
と
な
り
九
―

-
0戸

と
な
り
八
五
四
戸
と
な
っ
た
理
由
は
何
な
の
か
、

私
達
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

先
日
「
上
瀬
谷
基
地
は
い
ら
な
い
・
ウ
ド
の

会
」
の
集
ま
り
に
出
か
け
て
、
林
立
し
て
い
た

通
信
用
の
ア
ン
テ
ナ
が
一
っ
消
え
二
つ
消
え
す

べ
て
消
え
て
ゆ
く
ス
ラ
イ
ド
を
見
た
時
、
池
子

と
重
な
り
あ
っ
て
基
地
は
動
い
て
い
る
と
思
っ

た
：
地
位
協
定
が
正
確
に
運
用
さ
れ
る
な
ら
、

弾
薬
唐
と
し
て
の
目
的
を
失
っ
た
池
子
も
通
信

は
こ
の
t
地
の
真
実
の
歴
史
ま
で
も
歪
め
て
存

在
す
る
も
の
だ
と
言
う
こ
と
が
私
に
は
よ
く
見

え
た
：

．
 

こ
れ
か
ら
の
問
題
を
考
え
る
の
は
気
が
重

い
住
宅
地
域
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人
の
出
入

り
車
の
出
人
り
、
軍
人
や
そ
の
家
族
と
の
日
常

的
な
接
触
が
多
く
な
る
：
叫
他
の
軍
事
施
設
と
違

い
目
に
見
え
る
軍
と
し
て
の
本
質
は
隠
さ
れ
て

し
ま
う
『
だ
か
ら
日
米
親
善
が
言
わ
れ
る
の
だ

が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
交
通
事
故
、
子
供
同
志
の

け
ん
か
に
よ
る
ト
ラ
プ
ル

．
 

こ
ん
な
時
の
当
事
者
に
な
っ
て
は
じ
め
て
地

位
協
定
の
不
平
等
に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
地
位
協
定
十
七
条
三
項
に
は
刑
罰
の
面
で

の
規
定
、
十
八
条
五
項
に
は
お
金
の
面
で
の
規

定
が
あ
る
が
、
一
口
で
言
っ
て
日
本
人
が
被
害

者
に
な
っ
た
場
合
は
泣
き
寝
入
り
を
強
い
ら

れ
、
加
害
者
に
な
っ
た
場
合
は
日
本
人
同
士
の

何
倍
も
の
賠
償
額
が
請
求
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
私
達
に
出
来
る
こ
と
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

の
出
来
事
を
当
事
者
だ
け
の
こ
と
と
せ
ず
基
地

問
題
と
し
て
き
ち
ん
と
と
ら
え
、
国
内
法
を
ひ

と
つ
で
も
多
く
適
用
さ
せ
て
い
く
方
向
を
考
え

る
こ
と
が
必
要
だ
と
今
は
思
っ
て
い
る
。
◆

鈴
木
ス
ム
子

池
子
住
民
訴
訟
原
告

と
し
て
の

「
基
地
問
題
」
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す
で
に
政
府
は
一
九
九
三
年
、
九
四
年
に
か
け

一
九
九
六
年
二
月
末
、

F
2
に
空
中
給
油
装
置

が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
た
。

F
2
は
米

軍
F
1
6を
改
造
し
た
対
地
攻
撃
機
で
あ
る
。
三
菱

重
工
に
よ
っ
て
今
後
ニ
―
-

O

)

機
が
生
産
さ
れ
配
備

さ
れ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
（
一
機
一
（
マ
九
億
円
）

こ
れ
ま
で
に
配
備
さ
れ
た
F
4
(
F
2
と
同
じ

対
地
攻
撃
機
）
は
“
他
国
へ
の
侵
略
的
脅
威
”
を

理
由
に
空
中
給
油
装
置
は
は
ず
さ
れ
て
き
た
。
す

で
に
F
1
5
に
は
空
中
給
油
装
置
が
と
り
つ
け
ら
れ

て
い
る
。
空
中
給
油
機
の
導
入
配
備
が
地
元
の
新

聞
に
大
き
く
報
道
さ
れ
た
の
は
九
五
年
十
二
月
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
報
道
に
よ
れ
ば
①
A
W
A
C
S

（
エ
ー
ワ
ッ
ク
ス
・
空
中
警
戒
管
制
機
）
四
機
の
浜

松
基
地
へ
の
配
備
に
加
え
、
空
中
給
油
機
四
機
も

浜
松
へ
②
そ
れ
に
と
も
な
い
航
空
教
ぷ
は
未
団
指
令

部
と
第
一
航
空
団
は
移
転
し
―

1
0
1
0年
こ
ろ
ま

で
に
浜
松
基
地
は
訓
練
基
地
か
ら
実
戦
基
地
と
な

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

空
中
給
油
機
の
導
入
は
同
年
十
二
月
の
政
府
内

で
の
「
調
整
」
に
よ
り
「
先
送
り
」
さ
れ
た
が
、

F

2
、
F
1
5
が
空
中
給
油
機
を
つ
け
て
い
る
こ
と
や

ア
メ
リ
カ
の
導
入
圧
力
、
日
米
共
同
作
戦
体
制
強

化
の
動
き
か
ら
み
て
、
人
込
嬌
守
入
さ
れ
る
危
険
は

高
い
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う
。
空
中
給
油
機
は
一
機

一
八
〇
偲
円
と
い
う
。

も
政
府
に
よ
る
戦
争
体
勢
づ
く
り
と
憲
法
違
反
の

無
法
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
：
｝
日
米
の
軍
需
産
業
と

そ
れ
に
利
権
を
も
つ
政
治
家
は
、
朝
鮮
を
は
じ
め

と
す
る
世
界
の
民
衆
の
血
の
う
え
に
利
権
を
え
よ

う
と
し
て
い
る
C

沖
縄
嘉
手
納
基
地
に
は
米
軍

A
W
A
C
S
が
二
機
、
普
天
間
基
地
に
は
米
軍
空

中
給
油
機
が
十
二
機
あ
る
（
ム
刀
仮
普
天
間
の
給
油

機
は
岩
国
へ
移
転
す
る
と
い
う
）
｛
米
軍
A
W
A

C
S
と
空
中
給
油
機
は
日
米
共
同
訓
練
時
に
は
沖

縄
か
ら
展
開
し
、
A
W
A
C
S
は
司
令
セ
ン
タ
ー

と
な
っ
て
い
る
日
米
の
共
同
作
戦
体
制
が
つ
よ

め
ら
れ
る
な
か
で
米
軍
機
と
日
本
軍
機
と
の
共
同

が
さ
ら
に
つ
よ
め
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

・ヽへ）し
日
本
政
府
・
防
衛
庁
は
A
W
A
C
S
導
入
に
あ

た
り
浜
松
市
民
に
“
専
守
防
衛
の
た
め
”
“
A
W

●

C
S
に
武
装
は
な
い
”
“
A
W
A
C
S
そ
の
も

の
は
武
器
で
は
な
い
”
“
実
戦
基
地
に
は
な
ら
な

い
”
等
と
キ
ベ
ン
を
弄
し
て
き
た
｛
）
空
中
給
油
装

置
に
つ
い
て
は
“
効
率
的
・
柔
軟
な
運
用
”
の
た

め
と
い
う
の
で
あ
る
）

浜
松
市
長
は
“
国
の
専
管
事
項
”
を
タ
テ
に
反

対
の
意
思
を
示
さ
ず
、
反
対
す
る
市
民
と
の
対
話

を
拒
ん
で
い
る
（
市
長
は
防
衛
施
設
関
係
市
町
村

会
の
会
長
）
こ
過
去
の
侵
略
戦
争
時
、
浜
松
は
航
空

軍
事
拠
点
、
軍
需
生
産
拠
点
で
あ
り
、
侵
略
の
た

め
の
訓
練
と
兵
器
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
J

て
A
W
A
C
S
四
機
導
入

を
き
め
て
い
る
。
A
W

A
C
S
は
空
中
で
の

□tv
]

-

れ
る
兵
器
で
あ
り
、
一

機
五
五

0
億
円
も
す
る
。

維
持
費
は
一

0
年
間
で
一
九

0

〇
億
円
と
も
い
わ
れ
て
い
る
C

九
四
年

八
月
に
は
浜
松
市
へ
と
配
備
が
通
告
さ
れ
た
C

九
四
年
に
入
り
、
A
W
A
C
S
の
浜
松
配
備
が

ウ
ワ
サ
と
な
り
、
浜
松
で
は
A
W
A
C
S
反
対
運

動
が
と
り
く
ま
れ
て
き
た
。
諸
グ
ル
ー
プ
・
個
人

を
横
断
す
る
「
市
民
の
連
絡
会
」
も
結
成
さ
れ
た
3

「
N
O
.
A
W
A
C
S
の
会
」
は
、
A
W
A
C
S

配
備
が
問
題
化
す
る
な
か
で
、
A
W
A
C
S
の
導

人
と
配
備
に
反
対
し
て
活
動
を
は
じ
め
た
。
以

米
、
集
会
、
申
人
れ
、
宣
伝
、
全
国
署
名
に
と
り

く
ん
で
き
た
へ
）

A
W
A
C
S
、
空
中
給
油
機
・
空
中
給
油
装
置

つ
き
戦
闘
機
の
導
入
配
備
は
日
本
の
海
外
派
兵
能

カ
・
侵
略
能
カ
・
交
戦
能
力
を
飛
躍
的
に
つ
よ
め

召
政
府
が
ア
メ
リ
カ
と
共
同
し
て
研
究
を
始
め

た
T
M
D
（
戦
域
ミ
サ
イ
ル
防
衛
）
計
画
を
み
て

そ
の
た
め
に
う
け
た
空
襲
で
は
市
民
―
・
一
（
）
（
＇
J
)
（
）
人

以
上
が
死
ん
だ
J

N
o
.
A
W
A
C
S
の
会
が
よ
び
か
け
た
全
国

署
名
「
A
W
A
C
S
導
入
配
備
反
対
！
浜
松
を
再

び
派
兵
拠
点
と
さ
せ
る
な
！
」
は
四
二
四
（
）
人
分

が
あ
つ
ま
っ
た
。
こ
の
署
名
は
九
六
年
二
月
＊
、

国
会
へ
請
顧
署
名
と
し
て
提
出
し
た
た

過
去
の
侵
略
戦
争
の
責
任
を
隠
蔽
し
、
軍
拡
を

す
す
め
る
力
に
対
し
、
戦
争
責
任
を
と
り
、
軍
縮

を
す
す
め
る
意
思
を
九
六
年
―
『
月
か
ら
始
め
た
新

し
い
全
国
請
頗
署
名
を
通
し
て
ア
ヒ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
：

「
A
W
A
C
S
・
空
中
給
油
機
の
導
人
と

T
M

D
計
画
の
中
止
撤
回
を
求
め
、
こ
れ
ら
の
軍
事
予

算
を
ア
ジ
ア
の
戦
争
被
害
者
へ
の
国
家
賠
償
費
に

あ
て
る
こ
と
を
求
め
る
請
頗
」
署
名
へ
の
協
力
を

訴
え
る

l*
N
o
.
A
W
A
C
S
グ
ッ
ズ
〖
1
署
名
用

紙

／

2-
ス
テ
ッ
カ
ー
1
-
3
ハ
ン
フ
レ
y
卜
i
ス

ク
ラ
ッ
フ
集
あ
り
ま
す
t

z
o
.
A
W
A
C
S
の
会

浜
松
酪
便
局
私
書
箱
77
号

電
話
／
F
A
X
0
五
三
（
四
七
四
）
八
一
八
六

全
国
署
名
運
動
に
ご
協
力
を
！

"A 
いらない
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空中警戒管制機

AWACS 
の浜松配備を
止めよっ！
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原子力謳
入諧麟

(81) 

．．．．．．．．．．． 
1996.3.21~4.20 

s＝原子力潜水艦（原潜）スタージョン級
L＝原子力潜水艦（原潜）ロサンゼ！レス級

携
◇ 3129 

♦ 3/31 

◇同日

♦ 4/2 

◆ 4/8 

◇ 4/9 

◇ 4/20 

10:00 原潜コロンブス（L)出港。

11:45 原潜コロンプス (L)入港。

11:56 原潜コロンプス（L)出港。

13 58 原潜アッシュピル (L)入港。

12:30 原潜コロンブス（L)入港。

13:57 原潜コロンブス (L)出港。

10:00 原潜アッシュビル（L)出港3

横須賀小計（うち原潜） ：6(6) 

佐

なし

佐世保小計（うち原潜） ：4(4) 

朽イトピ—f （沖繹・鳥連町）
なし

約イトビ→小計（うち原潜） ：3(3) 

●1996.1.1から4.20までの各地の原子力艦入
港数： （ ）内は原潜

横須賀 6(6) 

佐世保 4(4) 

切イトビ-t 3(3) 

合計 13(13) 

． 

市
民
平
和
訴
訟
は
、
湾
岸
九

0
億
ド
ル
支

援
、
自
衛
隊
機
派
遣
（
政
令
）
、
掃
海
艇
派
遣

の
差
止
め
、
違
憲
確
認
、
国
家
賠
償
等
を
求

め
、
九
一
年
に
全
国
五
都
市
（
六
件
）
で
提
起

さ
れ
た
）
各
地
の
原
告
を
合
計
す
る
と
三
―
―

(
]
)
(
)
余
と
な
る
が
、
湾
岸
以
降
こ
の
四
年
間
、

そ
れ
ぞ
れ
の
法
廷
で
の
闘
い
が
す
す
め
ら
れ

て
き
た

．
 

私
た
ち
の
場
合
（
原
告
•
四
二
（
）
名
）
は

昨
年
七
月
七
日
・
第
一
八
回
口
頭
弁
論
を

も
っ
て
結
審
し
三
月
―
一
七
日
に
大
阪
地
裁
で

判
決
が
行
わ
れ
た
。

判
決
は
、
違
憲
確
認
の
請
求
は
「
過
去
の
事

機
で
な
く
自
衛
隊
機
な
の
か
、
多
国
籍
軍
の

武
力
行
使
の
必
要
性
は
あ
っ
た
の
か
、
戦
費

支
援
に
よ
る
無
差
別
爆
撃
・
非
戦
闘
員
殺
穀

な
ど
湾
岸
戦
争
の
実
態
も
論
証
し
て
き
た
は

ず
で
あ
る
{
`
]
争
点
を
大
義
名
分
の
目
的
に
差

し
替
え
て
解
釈
す
る
論
法
で
あ
る
へ
）

権
利
主
張
の
柱
と
し
た
平
和
的
生
存
権
に

つ
い
て
も
、
憲
法
前
文
に
同
一
三
条
の
存
在

し
て
も
具
体
的
権
利
は
引
き
出
せ
な
い
と
し
、

平
和
実
現
の
手
段
も
時
々
の
情
勢
に
よ
っ
て

変
わ
る
、
憲
法
前
文
も
曖
昧
な
も
の
だ
か
ら

具
体
的
意
味
・
内
容
は
引
き
出
せ
な
い
と
し
、

実
関
係
や
抽
象
的
な
違
憲
の
確
認
に
は
利
益

が
な
い
」
と
却
下
し
門
前
払
い
。
損
害
請
求
は

「
戦
費
支
出
、
自
衛
隊
機
・
掃
海
艇
派
遣
な
ど

は
違
憲
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
平
和
的
生
存

権
や
納
税
者
基
本
権
の
主
張
は
不
明
確
で
具

体
的
な
権
利
侵
害
と
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し

て
棄
却
し
た
。
昨
年
一
O

)

月
の
大
阪
掃
海
艇
訴

訟
判
決
の
例
も
あ
っ
て
主
文
の
却
下
な
り
棄

却
は
覚
悟
し
て
い
た
。
問
題
は
判
決
文
の
な
か

で
、
ど
の
よ
う
な
理
由
（
傍
論
）
を
示
す
か
で

あ
っ
た
。
た
と
え
わ
ず
か
で
も
私
た
ち
の
請

求
に
理
解
を
示
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
た
の

だ
が
、
結
果
は
完
全
に
裏
目
と
な
り
行
政
追

認
、
政
府
行
為
の
擁
護
に
終
始
す
る
も
の
で

前
文
解
釈
ま
で
立
ち
入
っ
て
い
る
血
尉
匹
者
基

本
権
に
つ
い
て
は
、
憲
法
学
者
棟
居
証
人
が

論
及
し
、
加
島
弁
護
士
が
「
信
託
法
類
推
」
で

論
証
し
た
が
こ
れ
ら
を
不
明
確
と
し
た
c

)

端

的
に
言
え
ば
「
国
会
審
議
を
通
じ
て
決
せ
ら

れ
る
べ
き
」
と
言
う
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
何
の

た
め
の
司
法
救
済
請
求
な
の
か
で
あ
る
。3

、

.

今
回
の
判
決
に
は
重
大
な
問
題
点
が
あ
っ

た
が
マ
ス
コ
ミ
は
大
阪
の
ロ
ー
カ
ル
事
件
と

し
て
報
道
、
広
く
知
ら
れ
る
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。
も
は
や
湾
岸
戦
争
は
は
る
か
昔
の

市民平和

訴訟・大阪
地裁判決

和
田
喜
太
郎

市
民
平
和
訴
訟
の
会
•
関
西

最
悪
の
不
当
判
決

憲
法
判
断
に
踏
み
込
ん
だ

あ
っ
た
）
さ
ら
に
そ
の
「
理
由
」
と
す
る
も
の

は
憲
法
判
断
に
踏
み
込
ん
だ
最
悪
の
内
容
で

あ
っ
た
こ

例
え
ば
憲
法
第
九
条
の
解
釈
に
し
て
も
、

第
一
項
は
国
際
紛
争
解
決
の
手
段
と
し
て
の

武
力
行
使
等
を
放
棄
し
た
も
の
で
あ
っ
て
自

衛
権
ま
で
放
棄
し
た
も
の
で
な
い
（
い
わ
ゆ

る
「
政
府
見
解
」
の
追
認
）
「
侵
略
の
意
図
が

明
ら
か
な
場
合
」
の
軍
備
等
は
禁
止
し
て
い

て
も
「
自
衛
権
行
使
の
有
効
適
切
な
防
衛
措

置
を
予
め
組
織
・
編
成
・
整
備
す
る
こ
と
ま
で

も
禁
じ
て
い
る
と
は
に
わ
か
に
解
し
難
い
」

と
し
て
自
衛
隊
の
存
在
を
認
め
る
判
示
と

な
っ
て
い
る

．
 

こ
の
件
り
は
自
衛
隊
派
遣
「
政
令
」
を
め
ぐ

る
見
解
で
は
あ
る
が
、
理
屈
か
ら
す
れ
ば
「
侵

略
企
図
」
さ
え
な
け
れ
ば
ど
ん
な
「
防
衛
措

置
」
で
も
構
わ
な
い
こ
と
に
な
り
「
必
要
最
小

限
の
実
力
保
持
」
と
留
保
条
件
を
い
う
政
府

解
釈
を
上
回
る
こ
と
に
な
る
。
自
衛
隊
機
派

遣
（
政
令
）
掃
海
艇
派
遣
、
戦
費
支
援
等
は
何

れ
も
そ
れ
自
体
は
「
武
力
行
使
を
目
的
と
し

た
も
の
で
な
い
か
ら
違
憲
と
言
え
な
い
」
と

す
る
の
だ
が
、
裁
判
の
争
点
は
口
実
と
す
る

「
そ
れ
自
体
の
目
的
」
で
な
く
、
そ
れ
を
巡
る

意
図
・
背
景
・
結
果
な
ど
で
あ
る
]
何
故
民
間

こ
と
だ
ろ
う
か

こ
の
戦
争
で
ア
メ
リ
カ
は
、
武
力
行
使
・
カ

こ
そ
「
平
和
」
解
決
の
政
策
と
勝
ち
誇
り
、
今

な
お
世
界
に
君
臨
し
よ
う
と
す
る
こ
そ
れ
を
支

持
す
ろ
日
本
は
更
に
強
い
軍
事
向
通
布
の
絆
を
維

持
し
よ
う
と
し
て
い
る
三
え
そ
し
て
こ
の
政
権
与

党
に
か
っ
て
の
「
革
新
勢
力
」
が
加
わ
り
「
自

衛
隊
合
憲
」
を
う
ち
出
し
た
，
こ
れ
ら
は
裁
判

所
に
と
っ
て
も
「
安
心
し
て
」
自
衛
隊
違
憲
を

主
張
す
る
市
民
排
除
の
よ
き
環
境
と
な
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
）
＾
盈
佼
、
同
じ
く
市
民
平
和
訴

訟
・
東
京
（
原
告

1
0
六
七
人
の
最
大
訴
訟

団
）
の
判
決
が
五
月
一
（
）
日
に
予
定
さ
れ
、
名

古
屋
や
鹿
児
島
の
市
民
平
和
訴
訟
も
こ
の
夏
あ

た
り
に
は
判
決
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
一
年
遅

れ
提
訴
の
、
大
阪
・
カ
ン
ボ
ジ
ア

P
K
o派
兵

訴
訟
（
原
告
三
六
六
人
）
の
判
決
か
、

P
K
o

訴
訟
の
初
判
断
と
し
て
五
月
二
（
）
日
に
行
わ
れ

る
当
然
な
が
ら
今
回
の
判
決
は
こ
れ
ら
へ
の

影
響
は
必
至
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
判
決
後
直

仁
に
控
訴
し
、
今
後
は
控
訴
審
を
ど
う
闘
う
か

に
か
か
っ
て
い
る
。
論
及
す
れ
ば
長
文
に
な

る
の
で
こ
の
程
度
に
止
め
る
。
あ
れ
こ
れ
と
素

人
な
が
ら
書
き
綴
る
よ
り
先
ず
現
物
を
読
ん
で

戴
い
た
ほ
う
が
い
い
。
連
絡
が
あ
れ
ば
判
決
文

な
ど
お
送
り
し
ま
す
。
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会計報告
(96.3.23~96.4.22) 

［収入］
0前月からの繰越し

0今月の収入

会費収入

（内訳） 維持団体

維持個人

参加団体

参加個人

通信会員

カンパ収人

預金利子

資料収入

運動収入（ハガキ収益）

［支出］
●今月の支出

事務所代 (4月分）

水道光熱費

電話FAX費（2月分）

郵送費

文具・備品

印剥・コピー代

郵便振替等手数料

雑費

87.000 

゜12.000 
゜25.000 

50.000 

49.000 

゜100 
゜

40,000 

6,027 

3,800 

43,592 

゜5,150 
1,610 

9,270 

●次月への繰越し

275,694 

136,100 

109,449 

302,345 

＊行動費は行動プロジェクト征の独立採算となってい

るため、それにあてはまらない収支のみがこの憫に計

上されますc

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
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n 

● 姪にはじめての赤ちゃんが誕生し

たのでお祝いを買いに行った。カワイ

イ！と思わず手にして買い求めた赤と

白のコンビの靴。箱に収まったのを見

たら「フランス製」だった。去年のこ

とを忘れたわけではないけれど断れな

かったc こんなのを置くデパートが悪

いのか私がいい加減なのか…。 （や）

● インデイペンデンスに降り立った

クリントン氏は、予定を 40分もオー

バーして乗組員たちと交流したという C

こちら波に揺られる平和船団は、「あれ

ずいぶん長くない？」「あのヘリは替え

玉で、ホントは横須賀線で東京に帰っ

てたりして」などと最初は悠然と構え

ていたのだが、慣れない英語アピー）レ

に声はかれた上、日が暮れるとわが

「おむすび丸」と「エスペランサ］が母

港の帰れなくなるという海上交通安全

法上の諸問題及び不可避的生理現象方

面の要請、などに直面し、やや切迫し

た雰囲気が船上を支配し始めた。 Kさ

んの「クリントンは帰れ！」という

シュプレビコールに、あといくつかの

切実な思いが込められていたことを、

ハイ、ビル、君は知らないよね。（た）

● 陸にあがり、ゴムボートを片づけ

ていたら、 UPIのラジオ記者が突撃

してきた。さっきまでインデイの上に

いたのだ。「ボートの上で叫んでいたの

は君か」「そうだ、聞こえたか」「聞こ

えたともさ。ところで何言ってたの？」

「…」「米軍いなくなったら困るだろ c

中国とか北朝鮮とか」「軍縮こそ最大の

安全保障なのだ」「君はパシフィスト

（平和主義者）なの？」「そうだよ」。一

体何だと思っていたのだろう。しかし、

考えてみれば、さっきまでのボクの、

少なくとも耳に聞こえる姿は、数寄屋

橋公園装甲車上軍服着用某愛国団体絶

叫風景と酷似していたのではないかと、

平和船団の行動のあり方に少し考えを

馳せるタソガレ時であった。 （た）
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